
議案及び議事の概要 

 

第１０２号議案 議事録の承認について 

・ 令和６年２月２８日開催の会議の議事録について審議し、原案どおり可決（承認）。 

 

第１０３号議案 令和６年度奈良県・市町村土木職員採用共同試験実施計画について 

・ 令和６年度に実施する職員採用共同試験の受験資格、試験種目、日程等の実施計画

について審議し、原案どおり可決。 

 

第１０４号議案 一般職の任期付職員の採用に係る承認について 

 ・ 地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律第３条第２項及び第３項の

規定に基づき、知事から請求があった職員の採用の選考案（対象者は万葉文化館業務

２名（任期は３年１名、１年１名）、高等技術専門校業務２名（任期はいずれも２年）、

吉野保健所業務１名（任期は１年））について専門的な知識経験、期間を限って従事

させる必要性等を確認の上審議し、原案どおり可決（承認）。 

  

第１０５号議案 一般職の任期付職員の任期の更新に係る承認について 

  ・ 地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律第７条第１項及び第３項の

規定に基づき、知事から請求があった職員の任期の更新案（対象者は高等技術専門校

業務４名、中和保健所業務１名、更新期間はいずれも２年間）について更新を必要と

する理由を確認の上審議し、原案どおり可決（承認）。 

 

第１０６号議案 初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則第４４条による特例承認について 

・ 令和６年４月１日付け採用予定者の初任給決定について、①及び②の職について知事か

ら、③の職について教育長から同規則第４４条に係る特例承認の申請があったもの 

・ ①なら歴史芸術文化村事業推進課主幹職（職員の任用に関する規則第８条第５号

（職員の任用に関する細則第２条第２項に定める職）による採用） 

・ ②県立美術館学芸課長職（職員の任用に関する規則第８条第５号（職員の任用に関

する細則第２条第２項に定める職）による採用） 

・ ③教育次長（職員の任用に関する規則第８条第１号による採用） 

・ 上記の採用予定者の初任給決定について、これまでの経験やその年数、年齢、部内

の他の職員との均衡を踏まえ審議し、原案どおり可決（承認）。 

  

第１０７号議案 職員の採用の選考について 

・ 職員の任用に関する規則第８条第１号、第５号の規定に基づき、知事から請求（第

１号６名（国からの割愛採用４名、地方独立行政法人からの割愛採用２名）、第５号

３０名（職員の任用に関する細則第２条第２項に定める職）、教育長から請求（第１

号１名（国公立大学法人からの割愛採用））があった職員の採用の選考案について職

務遂行能力・適性又は任命権者による選考試験の結果を確認の上審議し、原案どおり

可決（合格決定）。 



第１０８号議案 初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則第４４条による特例承認の変

更について 

・ 採用試験の見直しに伴い知事から初任給決定について、同規則第44条による特例承

認の変更申請があったもの 

・「Ⅰ種試験（総合職に限る。）」、「奈良県職員社会人採用試験」、「国家公務員試

験合格者試験」及び「公務員経験者試験」により県職員として採用されることとなっ

た者の初任給決定における採用前歴の算定は初任給、昇格、昇給等の基準に関する規

則第１４条の規定によらないでできること 

・  令和６年４月１日から施行すること 

について審議し、原案どおり可決（承認）。 

 

第１０９号議案 会計年度任用職員の給与等に関する規則の一部を改正する規則について 

第１１０号議案 職員の育児休業等に関する規則の一部を改正する規則について 

第１１１号議案 期末手当及び勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則について 

・ いずれも令和５年度人事委員会勧告を踏まえ、令和６年度から会計年度任用職員に

対する勤勉手当の支給を行うための規則改正について知事から依頼があったもので

あり、あわせて審議。 

・ 第１０９号議案については、勤勉手当の額、支給割合、期間率、勤務期間、成績率等

についての規定を整備するもの 

・ 第１１０号議案、第１１１号議案については、会計年度任用職員の給与等に関する規

則の一部改正に伴い所要の規定整備をするもの 

についての説明の後審議し、原案どおり可決。 

 ・ なお、改正後の会計年度任用職員の給与等に関する規則第１６条に規定する成績率

の区分については、成績上位者の人事評価結果を反映する仕組みにすることが今後の

課題であるとの意見が出された。 

 

第１１２号議案 職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を改正する規則について 

・ 職員の特殊勤務手当に関する規則の改正について知事より依頼があったもの 

・ 警察職員が行う犯罪被害者等に対するカウンセリング業務を特殊勤務手当の支給対

象とするため、第１０条第１項の警察職員の手当に 

・ 「犯罪被害者等支援作業」を追加すること 

・  日額５００円とすること 

について審議し、原案どおり可決。 

 

第９３号議案 審査請求について（継続審議） 

・ 次回以降も継続して審議していくこととした。 

 

第９７号議案 職員の任用に関する細則の一部改正について（継続審議） 

・ 第８号様式（採用に関する照会に応じなかった場合の留意事項）の修正案について

審議し、原案どおり可決。 



 

第２２号報告 採用選考試験（美術工芸技術者）（追加募集）の結果報告について 

・ 人事課が実施した採用選考試験（口述試験）の結果について報告があった。 

 

                                     以上 


